
みんなねっとフォーラム2011

わたしたちの求める家族支援
―日本で実現するために今、できること―

申込者（代表者）氏名

所　属

参加人数 　　　　　　　　　　　名　　　　

連　絡　先

　〒

　TEL（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊個人でも団体 (家族会等 )でも申込ができます。用紙の足りない場合はコピーしてご使用ください。
＊昼食は各自ご用意ください。また、ロビーにて物品販売をおこないますのでご利用ください。
【申し込み・問い合わせ】公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）

〒170-0013東京都豊島区東池袋1－46－13 ホリグチビル602　TEL：03-6907-9211／FAX：03-3987-5466

　2011 年は障害者基本法が改正され、障害者総合福祉法の成立に向けた骨格提言が示されるという、
障害者福祉の分野における改革がスタートした年でした。提言の中では、本人や家族をエンパワメン
トするシステムの整備や家族自身による相談支援を充実することなどが明記されています。
　これからの精神医療保健福祉は、本人だけでなく、家族を含めて社会で支援されるシステムづくり
の実現が重要になってきます。そのために、今わたしたちができることは何か。具体的な内容につい
て、家族、本人、支援者や関係者の皆さんと共に考えていきたいと思います。

●開催趣旨●

●事前申込締切●
＊フォーラムへの参加は、事前にお申し込みください !!　

２月２７日締切
事前にお申し込みされる方は、下記の申込書に必要事項を記入し、FAX(03-3987-5466)

または郵送でお申し込みください。（当日参加も受け付けますが、定員の場合は事前申し込みを優先いたします）

10:00 ～ 10:30　受付・開会あいさつ
10:30 ～ 12:00　講演 ｢日本で家族支援をどのように実現していくか
　　　　　　　―イギリスの家族支援から考える― ( 仮 )｣　佐藤　純（京都ノートルダム女子大学）
　　　　　　　昼食・休憩（60 分）
13:00 ～ 15:30　シンポジウム「それぞれの立場と体験から家族支援を考える」

・親の立場／坂本　佳代子（新座市精神障がい者家族会）
・子の立場／夏苅　郁子（やきつべの径診療所・精神科医）
・きょうだいの立場／原田　行造（静岡県精神保健福祉会連合会・会長）
・家族会の立場／良田　かおり（全国精神保健福祉会連合会・事務局長）
・コーディネーター／佐藤　純（京都ノートルダム女子大学）

15:30 ～ 15:50　フロアとのディスカッション・アピール
15:50 ～ 16:00　閉会

●プログラム●

●参加申し込み●


